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令和 8 年度 北日本医療福祉専門学校 

介護福祉科シラバス（２年） 
 

科目名 授業時数 コマ数 単位数 対象学年 必修/選択 

人間関係とコミュニケーション ３０時間 １５コマ ２単位 
２学年  

（通年） 
必修 

【学修内容】 

領域「介護」のコミュニケーション技術の土台となる科目である。 

基礎的なコミュニケーション技術をもとに職種内・職種間のコミュニケーション技法を学ぶ。 

【到達目標】 

１．基礎的なコミュニケーション技法を用い活用できる。  

２．職種内、職種間のコミュニケーション技法を理解し活用できる。 

３．説明責任を果たす方法やその手続きについて理解する。 

４．言語に捉われない表現豊かなコミュニケーションを図ることができる。 

５．チームにおけるコミュニケーションを理解する。 

【授業の方法】 

・講義 

【成績評価の方法と基準】 

・試験及びレポートを総合的に評価する。試験９０％及びレポート１０％の評価とする 

・考査前の授業の際に、回答におけるポイントを説明するので、それをきちんと聞いて事前学習を行い考査

に臨んでください。 

【授業時間外に必要な学修の具体的内容】 

・コミュニケーションは情報収集の大切なツールです。積極的に自己学習を進めてください。 

【使用教材・教具】 

・中央法規出版 最新・介護福祉士養成講１ 人間の理解 

【履修にあたっての留意点】 

・介護福祉士の仕事は多くの職種とのつながりを学ぶことも大切です。この教科から、協働を考えられるよ

うに学びを深めましょう。 

 

科目名 授業時数 コマ数 単位数 対象学年 必修/選択 

社会の理解Ⅱ ３０時間 １５コマ ２単位 
２学年 

（後期） 
必修 

【学修内容】 

社会の理解Ⅰで学んだ事を土台として、福祉臨床に必要な制度の理解を目指す。介護保険の算定方法や障害

者総合支援法の活用方法等、施設運営に必要な制度の理解に加え、利用者の権利を保障する成年後見制度や個

人情報保護法など、福祉と関連のある法制度を理解し、福祉の現場で役立てていけるようにする。 

【到達目標】 

１．福祉六法の役割と意義を理解する。 

２．介護保険制度のシステムと活用方法を理解する。 

３．障害者総合支援法のシステムと活用方法を理解する。 

４．利用者のプライバシーを守る法制度について理解する。 

５．福祉サービスを必要とする者の権利を保障する制度を理解する。 

【授業の方法】 

・講義 

【成績評価の方法と基準】 

・試験の成績７０％ 講義への参加態度、課題への取り組みの姿勢３０％で評価する。 

【授業時間外に必要な学修の具体的内容】 

予習：第２回以降、講義の最後に示す該当箇所を読んできてください（３０分程度） 

復習：学んだその日のうちに、講義内容に目を通し、疑問点などは調べてみましょう（６０分程度） 

【使用教材・教具】 

・中央法規出版 最新・介護福祉士養成講座２ 社会の理解 

【履修にあたっての留意点】 

・講義中の私語や無許可で席を離れることは認めません。真摯に授業に取り組む姿勢で臨んでください。 

・講義の最後で示す、次回の講義内容に関連する箇所を読み、予習を進めていくことを心がけてください。 
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科目名 授業時数 コマ数 単位数 対象学年 必修/選択 

児童福祉論 ３０時間 １５コマ ２単位 
２学年 

（後期） 
必修 

【学修内容】 

介護実践において、肢体不自由児や重症心身障害児等、児童の専門的ケアのニーズが高まっていることを受

け、具体的な関わり技法から法的理解・関係機関との連携を把握する。また、発達心理学の視点から児童の発

達を捉え、各発達段階における課題の解決に向けてどのような方法が考えられるかを検討していく。 

【到達目標】 

１．児童福祉法の体系を理解できる 

２．障害者総合支援法に則ったサービスの流れを把握できる 

３．各障害児のニーズに応じた適切な支援方法を考えることができる。 

４．児童の権利について理解を深める 

【授業の方法】 

・講義 

【成績評価の方法と基準】 

・試験の成績７０％ 講義への参加態度、課題への取り組みの姿勢３０％ 

【授業時間外に必要な学修の具体的内容】 

予習：第２回以降、講義の最後に示す教科書の該当箇所を読んできてください（６０分程度） 

復習：学んだその日のうちに、講義内容に目を通し、疑問点などは調べてみましょう（６０分程度） 

【使用教材・教具】 

・中央法規出版 新・社会福祉士養成講座３ 児童・家庭福祉 

【履修にあたっての留意点】 

・講義中の私語や無許可で席を離れることは認めません。真摯に授業に取り組む姿勢で臨んでください。 

・講義の最後で示す、次回の講義内容を、読み、予習を進めていくことを心がけるようにしましょう。 

 

科目名 授業時数 コマ数 単位数 対象学年 必修/選択 

地域福祉論 ３０時間 １５コマ ２単位 
２学年 

（後期） 
選択 

【学修内容】 

介護実践において、ノーマライゼーションの理念を土台とし、サービスを提供する際の社会資源との連携及

びコミュニティ・ケアの重要性を認識する。自己像をサービス利用者に置き換え、地域の中で福祉サービスを

利用しながらより良い生活をしていくための方法を考えていく。 

【到達目標】 

１．地域福祉の歴史と変遷を理解する。 

２．ノーマライゼーションの理念を理解する。 

３．コミュニティ・ワークの原理・原則を理解する。 

４．社会資源との連携方法を理解する。 

【授業の方法】 

・講義 

【成績評価の方法と基準】 

・試験９０％及びレポート１０％とし評価する。 

【授業時間外に必要な学修の具体的内容】 

・自己学習も並行して進めましょう。 

【使用教材・教具】 

・中央法規出版 新・社会福祉士養成講座精神保健福祉士養成講座６ 地域福祉と包括支援体制 

・配布プリント 

【履修にあたっての留意点】 

・復習をしましょう。 

 

科目名 授業時数 コマ数 単位数 対象学年 必修/選択 

社会福祉経営論 ３０時間 １５コマ ２単位 
２学年 

（後期） 
選択 

【学修内容】 

介護福祉士として、施設運営に関わる立場になったとき、実務レベルでその運営方法を理解できるようにす

る。勤務ローテーションの編成から、施設設立のシミュレーション等を展開し、専門性の高いアドミニストレ

ーターを目指す。 
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【到達目標】 

１．福祉施設運営の原理・原則を把握する。 

２．福祉施設設置基準を踏まえた施設運営の方法を理解する。 

３．福祉専門職が働くうえで必要な法制度を理解する。 

４．福祉施設運営のシミュレーションを通し、地域に密着した施設運営の方法を理解する。 

【授業の方法】 

・講義 

【成績評価の方法と基準】 

・レポート１０％及び試験９０％とし評価する。 

【授業時間外に必要な学修の具体的内容】 

・復習をしっかりしましょう。 

【使用教材・教具】 

・中央法規出版 新・社会福祉士養成講座１ 福祉サービスの組織と経営 

【履修にあたっての留意点】 

・復習、調べ学習に取り組み、将来の介護施設について考えられる力を付けましょう。 

 

科目名 授業時数 コマ数 単位数 対象学年 必修/選択 

生活支援技術Ⅳ ６０時間 ３０コマ ２単位 
２学年 

（後期） 
必修 

【学修内容】 

１．介護福祉士が展開するレクリエーション方法について学ぶ。 

２．自立に向けた睡眠の援助方法と知識を習得し、適切なサービスが提供できる能力を身につける。 

３．終末期における介護についての知識を習得し、本人・家族への支援方法について考える。 

【到達目標】 

１．対象者の状況に合わせたレクリエーション計画の立案、発表ができる。 

２．自立に向けた睡眠の介護方法と知識を理解し、適切なサービスが提供できる。 

３．終末期における介護の意義、目的を理解し、終末期のケアを提供する能力を修得する。 

【授業の方法】 

・演習 

【成績評価の方法と基準】 

・筆記試験・レポートの評価、 

・担当教員１：５０％、担当教員 2：５０％ 

【授業時間外に必要な学修の具体的内容】 

・予習・復習をして授業に望みましょう。 

【使用教材・教具】 

・中央法規出版 最新・介護福祉士養成講座 7 生活支援技術Ⅱ    

適宜資料配布 

【履修にあたっての留意点】 

・他教科とも関連付けて学習を勧めましょう。 

 

科目名 授業時数 コマ数 単位数 対象学年 必修/選択 

生活支援技術Ⅴ ６０時間 ３０コマ ２単位 
２学年 

（後期） 
必修 

【学修内容】 

利用者の状態・状況に応じた援助の方法と知識を習得し、適切なｻｰﾋﾞｽが提供できる能力を身につける。 

【到達目標】 

利用者の状態・状況に応じた援助の方法と知識を習得し、生活の維持・拡大ができるような知識や技術を

修得する。 

【授業の方法】 

・演習 

【成績評価の方法と基準】 

期末及び期中の筆記・実技試験により評価します。 

・担当教員１：９０％、担当教員２：１０％ 

【授業時間外に必要な学修の具体的内容】 

・予習、課題 

【使用教材・教具】 
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・中央法規出版 最新・介護福祉士養成講座８ 生活支援技術Ⅲ 

・適宜資料配布 

【履修にあたっての留意点】 

・関連する『障害の理解』『こころとからだのしくみ』のテキストも併用し、復習や調べ学習をし、障害に

ついての理解を深めてください。 

 

科目名 授業時数 コマ数 単位数 対象学年 必修/選択 

介護過程Ⅳ ３０時間 １５コマ １単位 
２学年 

（前期） 
必修 

【学修内容】 

介護過程を個々の介護ニーズを的確に把握し、計画的に介護を実践・評価していく科学的な問題解決法である

ことを理解する。利用者の生活の質の向上に向けて生活上の課題を把握し、それを解決していくために必要な介

護のあり方を個別的に考察し計画を立て、実施・評価していく一連の流れを演習を通して理解する。 

介護過程を展開するにあたって、情報の収集やアセスメントの内容によって異なる介護計画が導かれてしまう

こと、そのための的確な情報収集やアセスメントの必要性を理解しスキルを高める。 

【到達目標】 

１．今までに学習した知識・技術は、介護過程の中で利用者の能力に合わせて応用・発展・活用するものである

と理解する。 

２．把握すべき事実の内容を理解し、達成すべき課題に向けて必要な介護実践の内容を計画できるようになる。 

３．介護サービス利用者が生活する環境を考慮し、そのときその場で最善の支援が出来るよう、既存のサービス、

社会資源を活用した介護過程を展開できるようになる。 

４．介護過程の展開における評価の重要性を理解し、その評価が適正なものであるかどうかの判断、また他者の

計画への正当な評価が出来るようになる。 

【授業の方法】 

・演習 

【成績評価の方法と基準】 

・期末試験の成績 100％ 

【授業時間外に必要な学修の具体的内容】 

・介護過程の展開をする時には他教科で学ぶ知識も必要となります。 

・調べ学習、自己学習を進めるようにしましょう。 

【使用教材・教具】 

・中央法規出版 最新・介護福祉士養成講座９ 介護過程 

・適宜配布物使用 

【履修にあたっての留意点】 

・介護過程の教材以外の教材が参考資料となります。適宜、必要なものを持参すると良いでしょう。 

 

科目名 授業時数 コマ数 単位数 対象学年 必修/選択 

介護過程Ⅴ ３０時間 １５コマ １単位 
２学年 

（後期） 
必修 

【学修内容】 

介護過程を個々の介護ニーズを的確に把握し、計画的に介護を実践・評価していく科学的な問題解決法である

ことを理解する。利用者の生活の質の向上に向けて、生活上の課題を把握し、それを解決していくために必要な

介護のあり方を、個別的に考察し計画を立て、実施・評価していく一連の流れを、演習を通して理解する。 

介護過程を展開するにあたって、情報の収集やアセスメントの内容によって、異なる介護計画が導かれてしま

うこと、そのための的確な情報収集やアセスメントの必要性を理解し、スキルを高める。 

【到達目標】 

他の科目で学習した知識や技術を統合し、介護計画の立案、介護過程の展開をとおし、適切な介護サービスの

提供ができる能力を養う。 

１．今までに学習した知識・技術は、介護過程の中で利用者の能力に合わせて応用・発展・活用するもので あ

ると理解する。 

２．すべてのケアの方法や手順には意味と理由があり、それを説明できなければいけないことを理解する。 

３．介護サービス利用者が生活する環境を考慮し、そのときその場で最善の支援が出来るよう、既存のサービ

ス、社会資源を活用した介護過程を展開できるようになる。 

４．必要な知識と技術を身につけ、専門職の一員として他職種との連携を行うことができるようになる。 

５．利用者と家族への説明と同意が、職業倫理に基づいた重要事項であると理解し、実行できる。 

６．感情的ではなく科学的な理解を元に、死を目前にした人へのケアについて考え、そのかかわりの中で、専

門職として仕事をする自分の感情を整理することの必要性を理解できる。 
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【授業の方法】 

・演習 

【成績評価の方法と基準】 

・事例研究発表会までの取り組み・提出物及び事例研究発表会の発表により評価します。 

・事例研究発表会までの取り組み・提出物５０％、事例研究発表会の発表５０％で評価します。 

【授業時間外に必要な学修の具体的内容】 

・事例研究の担当教員の指導の元、研究論文の打ち込み修正を行って下さい。 

【使用教材・教具】 

・中央法規出版 最新・介護福祉士養成講座９ 介護過程 

・適宜資料配布 

【履修にあたっての留意点】 

・時間に余裕をもって研究を進めましょう。 

 

科目名 授業時数 コマ数 単位数 対象学年 必修/選択 

介護総合演習Ⅳ ３０時間 １５コマ １単位 
２学年 

（前期） 
必修 

【学修内容】 

介護実習に向けての心構え、予備知識、動機付けを教授することにより、介護福祉士として介護実習中の実践

力を身につけることができる能力を養う。 

実習後は十分な振り返る能力を養う。 

【到達目標】 

１．実習のイメージを膨らませ、自身の目標や学習課題を言語化・明確化できる。 

２．介護実習を経験し、実習施設の概要と利用者の生活ニーズを整理・理解でき、介護福祉士に求められる倫理

性と専門性を明確化できる。 

３. 個別ケアや多様なサービス形態のあり方を理解できる。 

【授業の方法】 

・演習 

【成績評価の方法と基準】 

・期末試験の成績 100％ 

【授業時間外に必要な学修の具体的内容】 

・予習：次回に行われる授業の範囲の教科書を読んできて下さい。 

【使用教材・教具】 

 ・中央法規出版 最新・介護福祉士養成講座１０ 介護総合演習・介護実習 

・介護実習要綱 

【履修にあたっての留意点】 

・介護過程、記録に対する理解が不十分なまま実習へ行くことのないようにして下さい。 

 

科目名 授業時数 コマ数 単位数 対象学年 必修/選択 

介護実習Ⅱ―１ 154/315 時間 ２２日間 計７単位 
２学年 

（前期） 
必修 

【学修内容】 

１．介護福祉士として知識、技術、態度を身に付け、介護現場で実践できる能力を形成する。 

２．実習を通し総合的な福祉サービスへの理解を深め、福祉専門職として介護福祉士の役割を認識し、その

役割を果たす能力を養う。 

【実習到達目標】 

１．学んだ知識を活用し、利用者との人間的なふれあいを深める。 

２．利用者が必要とする介護サービスを提供する際に必要な理解力、判断力を養う。 

３．障害および状況に応じた介護技術が提供できる。 

４．介護計画の立案、記録について学び、チームの一員として介護サービスが提供できる。 

５．利用者に提供する介護サービス全般について職務内容の理解を深める。 

６．実習を通して自己の介護観を形成できる。 

【授業の方法】 

・実習 

【成績評価の方法と基準】 

・施設評価及び教員評価をもとに評価する。 

【授業時間外に必要な学修の具体的内容】 
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・教員の巡回を利用し、実習での妻付きを解消していきましょう。 

【使用教材・教具】 

・中央法規出版 最新・介護福祉士養成講座１０ 介護総合演習・介護実習 

・本校介護実習要綱 

【履修にあたっての留意点】 

 

 

科目名 授業時数 コマ数 単位数 対象学年 必修/選択 

介護実習Ⅱ-２ 161/315 時間 ２３日間 計７単位 
２学年 

（前期） 
必修 

【学修内容】 

１．介護福祉士として知識、技術、態度を身に付け、介護現場で実践できる能力を形成する。 

２．実習を通し総合的な福祉サービスへの理解を深め、福祉専門職として介護福祉士の役割を認識し、その

役割を果たす能力を養う。 

【実習到達目標】 

１．学んだ知識を活用し、利用者との人間的なふれあいを深める。 

２．利用者が必要とする介護サービスを提供する際に必要な理解力、判断力を養う。 

３．障害および状況に応じた介護技術が提供できる。 

４．介護計画の立案、記録について学び、チームの一員として介護サービスが提供できる。 

５．利用者に提供する介護サービス全般について職務内容の理解を深める。 

６．実習を通して自己の介護観を形成できる。 

【授業の方法】 

・実習 

【成績評価の方法と基準】 

・施設評価及び教員評価をもとに評価する。 

【授業時間外に必要な学修の具体的内容】 

・教員の巡回を利用し、実習での躓きを解消して行きましょう。 

【使用教材・教具】 

・中央法規出版 最新・介護福祉士養成講座１０ 介護総合演習・介護実習 

・本校介護実習要綱 

【履修にあたっての留意点】 

・提出物は遅れの無いように提出すること。 

 

科目名 授業時数 コマ数 単位数 対象学年 必修/選択 

障害の理解 ６０時間 ３０コマ ４単位 
２学年 

（後期） 
必修 

【学修内容】 

障害について、運動機能障害、内部障害、視覚障害、聴覚障害、言葉の障害、発達障害、知的障害、精神障

害、高次脳機能障害、難病及び全介助を要する状態をとりあげ、障害をもつ生活支援の根拠となる知識の習得

を図る。 

【到達目標】 

１．障害の基礎的理解、障害の医学的側面の基礎的知識を習得できる。 

２．障害を持つ人への連携と共同による支援及び家族への支援等介護の視点を習得できる。 

【授業の方法】 

・講義 

【成績評価の方法と基準】 

・期末、期中の試験・レポートの評価基準などで判定します。 

・担当教員１：90％、担当教員 2：１0％ 

【授業時間外に必要な学修の具体的内容】 

・予習、復習、レポート作成の課題取り組み、他教科の認知症の理解、こころとからだのしくみと併修す

ると理解が進みます 

【使用教材・教具】 

・中央法規出版 最新・介護福祉士養成講座 14 障害の理解 

【履修にあたっての留意点】 

・関連する『生活支援技術Ⅲ』『こころとからだのしくみ』のテキスト併用し、解剖学的基礎知識を定着さ

せることで、障害についての理解が深まります。 
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科目名 授業時数 コマ数 単位数 対象学年 必修/選択 

医療的ケアⅠ ６０時間 ３０コマ ４単位 
２学年 

（通年） 
必修 

【学修内容】 

１．医療的ケアの必要な利用者のこころとからだのしくみを理解し個人の尊厳を守り、自立した生活の援助の

展開ができる。 

２．呼吸器系のしくみを理解し喀痰吸引時の操作・感染等のリスクの少ない援助を考えることができる。 

３．消化器系のしくみを理解し経管栄養時の操作・感染等のリスクの少ない援助を考えることができる。 

【到達目標】 

知識に基づいた援助と安全を考え実施できる知識の習得ができる。 

【授業の方法】 

・講義・演習 

【成績評価の方法と基準】 

・試験８０％・レポート２０％の評価   実技試験あり。 

・担当教員１：67％、担当教員 2：33％ 

【授業時間外に必要な学修の具体的内容】 

 ・他教科の発達と老化の理解、障害の理解と併修すると理解が進みます。 

 ・実技は自主学習も進めましょう。 

【使用教材・教具】 

・中央法規出版 最新・介護福祉士養成講座１５ 医療的ケア 

・配布プリント 

・実技に必要な物品は学校で準備します。 

【履修にあたっての留意点】 

・実技試験に合格するのは必修です。繰り返し練習をしましょう。 

 

科目名 授業時数 コマ数 単位数 対象学年 必修/選択 

医療的ケアⅡ ３０時間 １５コマ １単位 
２年 

（後期） 
必修 

【学修内容】 

１．医療的ケアの必要な利用者のこころとからだのしくみを理解し個人の尊厳を守り、自立した生活の援助

の展開ができる。 

２．呼吸器系のしくみを理解し喀痰吸引時の操作・感染等のリスクの少ない援助を実施できる。 

３．消化器系のしくみを理解し経管栄養時の操作・感染等のリスクの少ない援助を実施できる。 

【到達目標】 

知識に基づいた援助と安全を考え実施できる技術を習得する。 

【授業の方法】 

・講義・演習 

【成績評価の方法と基準】 

・実技試験での合格も必須 

・筆記試験８０％、レポート２０％ 実技試験あり。 

【授業時間外に必要な学修の具体的内容】 

・実技試験では、放課後等自己学習の時間も活用し必ず合格できるように学習を進めてください。 

・筆記試験は、人体の知識も必要になりますので、発達と老化の理解で学習したことを復習しておきまし

ょう。 

【使用教材・教具】 

・中央法規出版 最新・介護福祉士養成講座１５ 医療的ケア 

・配布プリント 

・実技に必要な物品は学校で準備します。 

【履修にあたっての留意点】 

・医療的ケアⅠ、発達と老化の理解、障害の理解との関連性が大きい教科です。各教科を関係させながら

学習を勧めましょう。 

 


